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（不当な鑑定評価等についての懲戒処分） 

第四十条 国土交通大臣は、不動産鑑定士が、故意に、不当な不動産の鑑定評価その他

鑑定評価等業務に関する不正又は著しく不当な行為（以下「不当な鑑定評価等」とい

う。）を行つたときは、懲戒処分として、一年以内の期間を定めて鑑定評価等業務を

行うことを禁止し、又はその不動産鑑定士の登録を消除することができる。不動産鑑

定士が、第六条又は第三十三条の規定に違反したときも、同様とする。  

２ 国土交通大臣は、不動産鑑定士が、相当の注意を怠り、不当な鑑定評価等を行つた

ときは、懲戒処分として、戒告を与え、又は一年以内の期間を定めて鑑定評価等業務

を行うことを禁止することができる。  

３ 国土交通大臣は、不動産鑑定士が、前二項の規定による禁止の処分に違反したとき

は、その不動産鑑定士の登録を消除することができる。 

（不動産鑑定業者に対する監督処分）  

第四十一条 国土交通大臣又は都道府県知事は、その登録を受けた不動産鑑定業者が次

の各号のいずれかに該当するときは、その不動産鑑定業者に対し、戒告を与え、一年

以内の期間を定めてその業務の全部若しくは一部の停止を命じ、又はその登録を消除

することができる。  

一 この法律又はこの法律に基づく国土交通大臣若しくは都道府県知事の処分に違反

したとき。  

二 不動産鑑定業者の業務に従事する不動産鑑定士が、前条の規定による処分を受け

た場合において、その不動産鑑定業者の責めに帰すべき理由があるとき。 

（鑑定評価書等）  

第三十九条 不動産鑑定業者は、不動産の鑑定評価の依頼者に、鑑定評価額その他国土

交通省令で定める事項を記載した鑑定評価書を交付しなければならない。  

２ 鑑定評価書には、その不動産の鑑定評価に関与した不動産鑑定士がその資格を表示

して署名押印しなければならない。  

３ 不動産鑑定業者は、国土交通省令で定めるところにより、鑑定評価書の写しその他

の書類を保存しなければならない。 


